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一宮市男女共同参画推進懇話会会議録（概要） 

会 議 名 第 3回会議録 

開 催 日 時 平成 22 年 9 月 29 日（水）14：30～16：10 

開 催 場 所 一宮地場産業ファッションデザインセンター 2 階 第 1 会議室 

出 席 委 員 氏 名 
岩田信弘委員、岩田雪代委員、岩満委員、岡西委員、倉兼委員、

佐々木委員、瀧委員、中村委員、森委員、渡辺委員  計 10 名

欠 席 委 員 氏 名 
柴垣委員、渋谷委員、津田委員、土屋委員、松本委員

計 5 名

出席した市職員 

企画部長、次長、企画政策課長、同副主監１名、同主査 1 名、

同主任 1 名、同主事 1 名、子育て支援課長、保育課長、経済振

興課副主監 1名、働く婦人の家館長、学校教育課管理主事 1名、

生涯学習課副主監１名               計 13 名

会 議 事 項 

1. 市民憲章唱和 

2. あいさつ 

3. 議題 

① 答申案について 

② 新計画の愛称について 

4.その他 

会  議  内  容 

事務局（課長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 定刻になりましたので、ただいまから、平成 22 年度第 3回一

宮市男女共同参画推進懇話会を始めさせていただきます。 

 私は、進行を務めさせていただきます、企画政策課の波多野

と申します。よろしくお願いいたします。 

 本日は、15 名の委員のうち、事前に津田委員、松本委員、土

屋委員、柴垣委員から所要により欠席の連絡をいただいており

ます。また、急遽渋谷委員から体調不良により欠席の連絡をい

ただいておりますのでよろしくお願いします。 

 続きまして、会議資料の確認をさせていただきます。お手元

の次第の下部に記載してございますが、事前に送付させていた

だいております資料 1「第 2次いちのみやし男女共同参画計画計

画素案」そして、本日配布の資料 2「新計画の愛称候補一覧」と

参考資料「計画策定スケジュール」が本日の会議資料となりま

す。不足しているようでしたらお申し出ください。 

 また、本日より一宮青年会議所の副理事長として木村様に出

席いただいておりましたが、副理事長交代により本日から岩満
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子育て支援課長 

 

事務局（課長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企画部長 

 

事務局（課長） 

 

佐々木会長 

 

事務局（課長） 

 

 

佐々木会長 

 

様に出席いただくこととなりましたので、よろしくお願いいた

します。 

 なお、資料の中で 1 箇所誤植がありましたので、訂正をお願

いします。資料 1の 65 ページをご覧ください。基本目標 2の成

果指標の 3 つめ「公立小中学校の教員における女性管理職の割

合」のうち、10.0％を 12.1％に、12.0％を 13.0％に訂正をお願

いします。（同じように 98 ページも訂正）申し訳ありませんで

した。 

それでは、次第 1、一宮市民憲章のご唱和をお願いします。恐

れ入りますがご起立をお願いします。市民憲章は、お手元の次

第の裏面をご覧ください。先導は子育て支援課長の杉山が務め

させていただきます。 

 

＜市民憲章唱和＞ 

 

 ありがとうございました。 

ここで、次第には記載してございませんが、少しお時間を頂

戴しまして、防犯一口広報並びに交通安全一口広報をさせてい

ただきます。 

 

＜防犯一口広報＞ ＆ ＜交通安全一口広報＞ 

 

 ありがとうございました。それでは、次第２に移りまして、

企画部長より、委員の皆さまにごあいさつ申し上げます。 

 

＜企画部長あいさつ＞ 

 

続きまして、佐々木会長からごあいさつをいただきます。 

 

＜佐々木会長あいさつ＞ 

 

それでは、次第３に移り、議事に入らせていただきます。こ

こからの進行は、佐々木会長にお願いいたします。 

 

それでは、議題に入らせていただきます。お手元の次第にご

ざいますように、議題①答申案について事務局より説明願いま
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事務局（副主監） 

 

佐々木会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩田信弘委員 

 

 

子育て支援課長 

 

 

 

 

 

 

 

岩田雪代委員 

 

 

 

子育て支援課長 

 

 

 

す。 

 

＜答申案について資料に基づき説明＞ 

 

事務局から答申案について説明がありました。資料について

は平成 17 年の国勢調査の結果を使用しており、今年度の国勢調

査の結果が分かるのは平成 23 年度になる予定で、現時点では計

画に反映させるのは難しい状況であります。また計画改訂時期

に併せて、策定予定の事柄も策定済となっております。 

まず、第 1 章から第 3 章までで、ご意見・ご質問等ございま

したら、いただきたいと思います。 

 

（意見なし） 

 

それでは、第 4 章について、ご意見・ご質問等ございました

ら、いただきたいと思います。 

 

91 ページの DV 被害者へのワンストップ支援へ対応する支援

事業数について、どのような事業なのか知りたい。 

 

 99ページにも説明がありますが、DV被害者への支援について、

庁内共通の申立書などに基づき支援する事業です。DV 被害者の

申立について、例えば加害者に住所などを知られたくない場合

に市民課窓口への申請が必要となります。また各種支援を受け

るためには各課での手続が必要です。その度に同じ申立の説明

をしなくてすむように、子育て支援課を窓口としてワンストッ

プサービスで支援を実施する事業です。 

 

DV 被害者の保護について、警察では専門職員を配置した部署

ができたと聞いたが、市でも専門職員を配置した組織をつくり、

対処するということか。 

 

 保護されたDV被害者を加害者から離すことについての相談窓

口が県や市で、すでに実施していることであるが、あまり PR し

ていなかったので、今回計画書に出して今後 PR に力を入れてい

こうと考えている。 
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森委員 

 

 

 

事務局(副主監) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡西委員 

 

 

事務局（副主監） 

 

 

 

 

 

佐々木会長 

 

 

岩田信弘委員 

 

 

 

事務局（副主監） 

 

 

 

 

 

 成果指標について数値目標を掲げることは良いことである

が、意識調査に基づくものが多い。これについて中間年、最終

年の目標をクリアすることができる見込みがあるのか。 

 

 今回の指標は客観指標より主観指標が多く、どの事業の影響

で主観指標が改善されているのか分かりづらい。中間年や最終

年の目標値が上がっているといっても僅かである。過去の国、

県及び市の調査を勘案してこれくらいの伸び率ではないかと決

めている。あくまで目安としてここを目指していこうというも

のである。活動指標という形で客観指標も実績として把握して

いくが、男女共同参画の目標に向かって行っているかどうかに

ついて、大局的に見るためには主観指標が必要であると考えて

いる。 

 

中間年に目標値に届かないものがある場合、どのように事業

を進めていくのか。 

 

 14 ページに計画の期間が掲載されていますが、大きく前期計

画と後期計画に分かれています。毎年進捗管理を行い、結果を

公表して評価も続けながら、それでも大幅に目標を乖離してい

るものについては、後期計画の中で目標に向かっていく事業を

考えていきたい。 

 

それでは、第 5 章、第 6 章について、ご意見・ご質問等ござ

いましたら、いただきたいと思います。 

 

 進捗管理について、評価や公表はどのように行うのか？また、

数値目標を達成できないものについて、どんな取組を検討して

いくかも公表したらいいと思う。 

 

103 ページにありますが、「計画の進捗状況管理シート」を作

成し、各課で各事業がどのような実績であったかと、自己評価

を記載する。それを懇話会で評価して、ホームページに掲載す

るほか、市広報や各庁舎の資料コーナーで公表していくことを

考えています。 
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渡辺委員 

 

 

 

 

 

事務局（副主監） 

 

 

 

 

岩田雪代委員 

 

 

 

事務局（副主監） 

 

 

 

 

岩満委員 

 

 

 

子育て支援課長 

 

 

 

岡西委員 

 

 

 

子育て支援課長 

 

 

 

 103 ページの進捗状況管理イメージでは、関係各課で数値目標

を達成できないものについて、事務局（企画政策課）から関係

各課へ何か発信する矢印がないが、あっても良いのではない

か？事務局はただ数値を管理しているだけのイメージを受け

る。 

 

 103 ページの進捗状況管理イメージにはないが、102 ページの

推進体制イメージでは、矢印が双方向になっている。103 ページ

だけを見ると分かりにくいところがあるので、発言のとおりに

改めたい。 

 

 全国や愛知県よりも一宮市のほうが男女共同参画の周知率が

低いという話題が以前あったが、どのように啓発していくの

か？ 

 

 事務局でも苦慮しているところである。現在、毎月の広報で

男女共同参画のコラムを掲載している。来年度からは男女共同

参画に関するイベントや出前講座を積極的に行い、市民意識を

変えるということに力を入れていきたいと考えている。 

 

 基本目標 6 女性に対する暴力の根絶について、DV を理解して

いる人の割合やDVに関する相談窓口を知っている人の割合をた

だ増やすだけで良いのか。子どもの教育を行ってほしい。 

 

 この計画にはないが、子どもの教育については、学校教育の

中で実施されていると思う。この計画では、市の啓発や体制整

備など受入れ側の対応についての計画となっている。 

 

 この計画では配偶者や恋人に対する暴力を取り上げている

が、それらの陰に児童虐待や高齢者虐待がある。この計画外の

部分についても関係部署で連携をしっかりとしてほしい。 

 

 ご指摘のとおりDVのある家庭では児童虐待も潜んでいること

がある。93 ページの DV 相談体制の整備の中に子育て支援課で実

施している「こども家庭相談室」があるが、DV・児童虐待を含
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岩満委員 

 

 

 

子育て支援課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐々木会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局（主任） 

 

佐々木会長 

 

 

岩田信弘委員 

 

 

事務局（副主監） 

めた相談体制をとっている。これをさらに充実させていきたい

と考えている。 

 

 75 ページの基本目標 4 の成果指標に放課後児童保育施設の数

があるが、指標を見やすくするために施設数と児童数の割合が

分かるように記載してはどうか。 

 

 放課後児童保育施設は市内42の小学校に1つずつ設置されて

おり、残りの12は待機児童のあった校区に増やした施設である。

しかし現在でも待機児童のある校区があり、その解消のため中

間年までに 59 施設に増やすという目標を立てている。校区によ

って施設を利用している児童数にばらつきがあり、一概に児童

数から施設の目標数が見えてこない。中間年と目標年の施設数

が同じであるが、少子化などの影響で中間年以降の想定が行え

ないため、同じ数値目標としている。中間年の時点で必要数を

把握し直し、目標年の数値を決めたいと考えている。 

 

 その他に意見はありますか。今すぐ思いつかなくても、1週間

くらいの間であれば、後からでもあれば意見を事務局へ出して

ください。 

今日いただいた意見を加えて推進会議で検討し、市長答申の

最終案を作成し、10 月 26 日に提案したいと思います。なお、答

申後もパブリックコメントにかけた結果で一部修正されること

もあるかと思います。 

 では次に、議題②新計画の愛称について、事務局より説明願

います。 

 

＜新計画の愛称について資料に基づき説明＞ 

 

事務局から新計画の愛称について説明がありました。ご意

見・ご質問等ございましたら、いただきたいと思います。 

 

 前回の懇話会で愛称の一般公募をするという話もあったが、

それはなくなったのか。 

 

 そういう提案もあったが、全く何もないところから愛称を募
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佐々木会長 

 

 

事務局（課長） 

 

 

 

 

 

佐々木委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局（副主監） 

 

佐々木会長 

 

 

事務局（課長） 

 

 

 

 

 

集するのは難しいと考えている。2、3 個の候補から市民に選ん

でもらうことは可能であると思うが、市民を代表している懇話

会で決めていただくのが良いと考えている。 

 

 必ずしも 1つに決めなくても、2つか 3つ選んで、パブリック

コメントで市民から意見をいただくということでも良いか。 

 

 この場で 1 つに決めるのは難しい。市長答申は愛称が決まっ

てなくても行える。2、3 の候補をパブリックコメントで示し、

市民に意見を求めて、第 6 回の懇話会で決定するということで

もスケジュール的には間に合う。10 件のままでは選択の幅があ

りすぎるので、絞込みの作業をお願いしたい。 

 

 それでは、これは残したほうが良いと思う候補に挙手をお願

いします。複数挙手しても構いません。多いものから 2 つまた

は 3つを選びますがよろしいですか。 

 

（異議なし） 

 

（候補を読み上げ、各委員が挙手を行った。） 

 

 それでは①「１３８ハートフルプラン」、②「いちみんハート

フルプラン」、⑥「LET`S TRY！みのりある社会を築くために」

をパブリックコメントにかけることとして、事務局よろしいか。

 

 はい。 

 

これで議題①、②については、すべて終了しました。 

 その他について、事務局より、何かありますか。 

 

事務局より今後のスケジュールについて説明させていただき

ます。参考資料の策定スケジュールをご覧ください。 

資料の右側、平成 22 年度のスケジュールを見ていただきます

と、次回、10 月 26 日午前 10 時開催の第 4 回懇話会で市長に答

申をしていただきます。市長に答申した後、市長との懇談を予

定しておりますので、よろしくお願いいたします。その後は、
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佐々木会長 

 

 

 

事務局（課長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11月22日開催の第5回懇話会で中学生インタビューなどを加え

た計画の最終案を報告させていただきます。そして、12 月のパ

ブリックコメントを受けて、修正すべき点があれば修正し、年

明けの 2 月 7 日開催の第 6 回懇話会で完成した計画をご報告す

る予定になっています。 

以上が、年度内のスケジュールの概要となります。よろしく

お願いいたします。 

 

市長答申そのものは数分で終了しますが、その後の懇談で皆

様から多くのご意見をいただきたいと思いますので、時間を繰

り合わせてご出席いただきたいと思います。 

 

長時間のご審議ありがとうございました。以上を持ちまして

本日の懇話会を終了させていただきます。本日はありがとうご

ざいました。 

  

 

 

 

会議終了（16：10） 

 


